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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　浄水器の原水貯留部と浄水貯留部との間に配置され、原水を濾過する吸着材及び中空糸
膜を収納する容器を有する浄水カートリッジであって、
　前記吸着材が配置され、前記吸着材により濾過された水が流れる集水部を内部に有する
吸着部と、
　前記中空糸膜が配置され、前記吸着部及び前記集水部の下流側にある中空糸膜部と、
　前記容器の上部に配置され、前記集水部と空間的に繋がっている空気排出口と、
を有する浄水カートリッジ。
【請求項２】
　前記容器は前記集水部と連通する空気捕集部を構成する凸部を有し、該凸部の上部に前
記空気排出口が設けられている請求項１に記載の浄水カートリッジ。
【請求項３】
　前記原水は、前記吸着部から前記集水部に流れ、前記集水部の下端から前記中空糸膜部
に流れる請求項１又は２に記載の浄水カートリッジ。
【請求項４】
　前記中空糸膜部に生じた空気は前記集水部を通って前記空気排出口から外に排出される
請求項１乃至３のいずれかに記載の浄水カートリッジ。
【請求項５】
　前記集水部は前記吸着部の内部に上下方向に亘って設けられている請求項１乃至４のい



(2) JP 5582194 B2 2014.9.3

10

20

30

40

50

ずれかに記載の浄水カートリッジ。
【請求項６】
　前記吸着部は成形された前記吸着材を用いて構成されている請求項１乃至５のいずれか
に記載の浄水カートリッジ。
【請求項７】
　前記吸着部は、前記吸着材として、粒径が０．０７～２ｍｍである粒状活性炭を用いて
構成されている請求項１乃至５のいずれかに記載の浄水カートリッジ。
【請求項８】
　前記吸着部の上端部が前記容器の上壁と接して設けられている請求項６または７に記載
の浄水カートリッジ。
【請求項９】
　前記吸着部と前記中空糸膜部とを隔て、前記集水部と前記中空糸膜部とを連通する開口
を有する隔壁を備える請求項１乃至８のいずれかに記載の浄水カートリッジ。
【請求項１０】
　前記容器は、前記原水貯留部にある前記原水を前記吸着部に導入するための原水導入口
を前記吸着部の上側部分に有する請求項１乃至９のいずれかに記載の浄水カートリッジ。
【請求項１１】
　前記吸着部の側面と前記容器の側壁との間に設けられ、前記原水貯留部にある前記原水
を前記容器内に導入するための原水導入通路を有する請求項１乃至１０のいずれかに記載
の浄水カートリッジ。
【請求項１２】
　前記原水導入通路は、前記吸着部の側面に沿って設けられている請求項１１に記載の浄
水カートリッジ。
【請求項１３】
　前記原水導入通路は、前記吸着部の側面に亘って設けられている請求項１１又は１２に
記載の浄水カートリッジ。
【請求項１４】
　前記中空糸膜部の下側に、得られた浄水を前記浄水貯留部に排出する浄水排出部を有す
る請求項１乃至１３のいずれかに記載の浄水カートリッジ。
【請求項１５】
　前記吸着部の形状は略円筒状である請求項１乃至１４のいずれかに記載の浄水カートリ
ッジ。
【請求項１６】
　前記中空糸膜はポッティング樹脂を用いて前記容器内に固定されており、前記中空糸膜
の端部が前記ポッティング樹脂の前記中空糸膜が配置される側の面と反対の面に開口して
いる請求項１乃至１５のいずれかに記載の浄水カートリッジ。
【請求項１７】
　前記吸着部の重力方向に垂直な面による断面積と前記集水部の重力方向に垂直な面によ
る断面積の合計をＡとし、前記集水部の重力方向に垂直な面による断面積をＢとした場合
、Ｂ／Ａの値が０．００１～１である請求項１乃至１６のいずれかに記載の浄水カートリ
ッジ。
【請求項１８】
　前記中空糸膜の膜面積が０．１～１ｍ２である請求項１乃至１７のいずれかに記載の浄
水カートリッジ。
【請求項１９】
　前記集水部の内部に空気抜き筒を備える請求項１乃至１８のいずれかに記載の浄水カー
トリッジ。
【請求項２０】
　前記集水部の形状は略円筒状である請求項１乃至１９のいずれかに記載の浄水カートリ
ッジ。
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【請求項２１】
　請求項１乃至２０のいずれかに記載の浄水カートリッジを備える浄水器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、浄水カートリッジ及びこれを備えた浄水器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　浄水カートリッジを備えた浄水器として、いわゆるポット型のものが知られている。こ
のポット型の浄水器は、上側に位置する原水貯留部と、下側に位置する浄水貯留部との間
に浄水カートリッジを介在させる構造になっている。原水貯留部に貯留される原水は自重
により浄水カートリッジを通って浄水貯留部に流れ、浄水カートリッジ内にて浄化される
。ポット型の浄水器に設置する浄水カートリッジとしては、例えば特許文献１に記載され
るものが挙げられる。
【０００３】
　従来の浄水カートリッジとして、図９に例を示す。浄水カートリッジ１０００は、濾材
として吸着材１００１と中空糸膜１００９とが容器内に配置されている。容器は、上方が
開口し、濾材を収容する筒状のケース体１００２ｂと、この筒状ケース体１００２ｂの上
部開口を塞ぐ円筒状蓋１００２ａと、から主に構成されている。円筒状蓋１００２ａは容
器内に空気捕集部となる空間１００３を構成し、円筒状蓋１００２ａの上側中央には浄水
カートリッジ内に発生する気泡を排出するための空気排出口１００６が設けられている。
また、円筒状蓋１００２ａの側面には、原水導入口１００４が設けられている。また、中
空糸膜１００９はポッティング樹脂１０１０によって容器内に固定されており、ポッティ
ング樹脂１０１０の下方には、濾材を通過して得られた浄水の浄水排出口１００７が設け
られている。
【０００４】
　また、図１０に、図９に示した浄水カートリッジ１０００を備えるポット型の浄水器２
０００の概略図を示す。浄水器２０００は、原水貯留部２００４を構成する内容器２００
２と、浄水貯留部２００３を構成する外容器２００１とを有する。内容器２００２はカー
トリッジ収容部２００２ｂを有し、浄水カートリッジ１０００はこのカートリッジ収容部
２００２ｂに配置されている。原水貯留部２００４に溜められている原水は原水導入口か
ら浄水カートリッジ内に流れ込み、自重により濾材が配置されている浄水部を通って浄化
される。得られた浄水は、浄水排出口から浄水貯留部２００３に流れる。
【０００５】
　このような浄水カートリッジは、通水性能を維持するため、内部に発生する気体を外に
排出する構成とすることが必要である。上述の浄水カートリッジ１０００では円筒状蓋１
００２ａの上側中央に空気排出口１００６が設けられている。
【０００６】
　また、特許文献２では、吸着材層と該吸着材層の下側に中空糸膜モジュールを有し、該
中空糸膜モジュールにて発生した気体を上方に外に排出するためのエア抜き管を備える浄
水カートリッジが提案されている。
【０００７】
　また、特許文献３でも、上底と下底が貫通し、上部が液体流入部よりも上方に位置する
空気排出筒を備える浄水カートリッジが提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特表２００３－５１４６４７号公報
【特許文献２】特開２００４－２３０３５８号公報
【特許文献３】特開２００５－３４２６８４号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　特許文献２又は３のような構成とすることで、内部に発生した気体をより効率的に外に
排出することができる。しかし、エア抜き管や空気排出筒等を備える浄水カートリッジは
、高さが大きくなることや、構造が複雑になるため製造コストが高くなること等が懸念さ
れる。
【００１０】
　また、浄水カートリッジは、濾過にかかる時間が短い方が望ましく、処理速度の向上も
求められている。
【００１１】
　そこで、本発明は、優れた通水性能及び処理能力を有する浄水カートリッジを提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　そこで、本発明は、浄水器の原水貯留部と浄水貯留部との間に配置され、原水を濾過す
る吸着材及び中空糸膜を収納する容器を有する浄水カートリッジであって、前記吸着材が
配置され、前記吸着材により濾過された水が流れる集水部を内部に有する吸着部と、前記
中空糸膜が配置され、前記吸着部及び前記集水部の下流側にある中空糸膜部と、前記容器
の上部に配置され、前記集水部と空間的に繋がっている空気排出口と、を有する浄水カー
トリッジである。
【００１３】
　また、本発明は上記浄水カートリッジを備える浄水器である。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の構成とすることにより、優れた通水性能及び処理能力を有する浄水カートリッ
ジを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本実施形態の浄水カートリッジの構成例を説明するための概略断面図である。
【図２】本実施形態の浄水カートリッジの構成例を説明するための概略上面図である。
【図３】本実施形態の浄水カートリッジの構成例を説明するための概略断面図である。
【図４】本実施形態の浄水カートリッジの構成例を説明するための概略断面図である。
【図５】本実施形態の浄水カートリッジの構成例を説明するための概略上面図である。
【図６】本実施形態の浄水カートリッジの構成例を説明するための概略断面図である。
【図７】本実施形態の浄水カートリッジの構成例を説明するための概略断面図である。
【図８】本実施形態の浄水カートリッジを装着した浄水器の構成を説明するための概略断
面図である。
【図９】従来の浄水カートリッジの構成例を示す概略断面図である。
【図１０】従来の浄水カートリッジを装着した浄水器の構成を説明するための概略断面図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明は、浄水器の原水貯留部と浄水貯留部との間に配置され、原水を濾過する吸着材
及び中空糸膜を収納する容器を有する浄水カートリッジに関する。また、本発明の浄水カ
ートリッジは、吸着材が配置され、該吸着材により濾過された水が流れる集水部を内部に
有する吸着部と、前記中空糸膜が配置され、吸着部及び集水部の下側にある中空糸膜部と
、上部に配置され、前記集水部と空間的に繋がっている、空気を外に排出するための空気
排出口と、を有する。吸着部の内部に集水部を設けることにより、吸着材で濾過された水
が流れ出す面積を吸着部の内部側面に広く設けることができる。また、中空糸膜部で発生
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した空気を少なくとも集水部を通って前記空気排出口から外に排出し、通水性能も良好と
なる。したがって、本発明の構成とすることにより、優れた通水性能及び処理能力を有す
る浄水カートリッジを提供することができる。
【００１７】
　以下、本発明の浄水カートリッジの実施形態について、図を参照にして詳細に説明する
。なお、本発明は以下の実施形態に限定されるものではない。
【００１８】
　（実施形態１）
　図１は本発明の浄水カートリッジの構成を説明するための概略断面図である。なお、本
明細書において、浄水器に配置した状態を基準にして浄水カートリッジの上下方向を記載
している。
【００１９】
　図１において、浄水カートリッジ１００は、吸着材が配置されている吸着部１０１と、
中空糸膜１０９が配置されている中空糸膜部１０８とを内部に収容する容器１０２を備え
る。吸着部１０１は中空糸膜部１０８の上側に配置されている。吸着部１０１の内部には
集水部１０３が上下方向に亘って設けられており、集水部１０３の下端は中空糸膜部１０
８に通じている。換言すると、容器内の上側に吸着部１０１が配置され、容器内の下側に
中空糸膜部１０８が配置され、吸着部１０１の内部に上下方向に亘って集水部１０３が配
置されている。集水部１０３の形状としては、特に制限されるものではないが、例えば、
略円筒状、略楕円筒状、略多角筒状等が挙げられ、略円筒状が好ましい。集水部１０３の
上側には内部で発生した空気が集まる空気捕集部１０５が設けられており、容器内で発生
した空気は集水部１０３を通って空気捕集部１０５に到達する。但し、本発明はこの形態
に限定されるものではなく、集水部１０３が空気捕集部を兼ねる形態であってもよい（図
７参照）。集水部１０３は吸着部１０１の水平方向の中央位置に吸着部１０１の上下方向
に亘って設けられている。
【００２０】
　また、図１１（ａ）に示すように、吸着部１０１の重力方向（図１における上下方向）
に垂直な面による断面積と集水部の重力方向に垂直な面による断面積の合計をＡとし、図
１１（ｂ）に示すように、集水部の重力方向に垂直な面による断面積をＢとした場合、Ｂ
／Ａの値は０．００１～０．９１であることが好ましい。０．００１より小さいと圧力損
失が大きくなる場合があり、０．９１より大きいとショートパスが生じる場合がある。さ
らに、Ｂ／Ａの値は０．６４以下であることがより好ましい。Ｂ／Ａの値が０．６４以下
であると、浄水カートリッジをコンパクトに設計できる。
【００２１】
　容器１０２は、濾材を収容する筒状のケース体１０２ｂと、ケース１０２ｂの上端に配
置される上部蓋１０２ａと、ケース体１０２ｂの下端に配置される下部蓋１０２ｃと、か
ら主に構成されている。但し、本発明の容器はこの形態に限定されるものではない。また
、図１に示す容器には上部蓋１０２に凸部を設けることにより空気捕集部を形成している
が、図７に示すように、上部蓋１０２に凸部を設けないで、集水部１０３が空気捕集部を
兼ねる形態としてもよい。上部蓋１０２ａとケース体１０２ｂ、下部蓋１０２ｃとケース
体１０２ｂとの連結には、例えば接着や溶着を用いることができる。
【００２２】
　上部蓋１０２ａは、空気捕集部１０５を集水部１０３の上に構成する凸部１１２を有す
る。該凸部１１２の上部には空気捕集部１０５の空気を外に排出するための空気排出口１
０６が設けられている。より具体的には、凸部１１２の上段１２１、つまり上部蓋１０２
ａの上部に空気排出口１０６が設けられている。また、上部蓋１０２ａの下段１２２には
、原水貯留部の原水を容器内に導入するための原水導入口１０４が設けられている。また
、換言すると、空気補修部１０５を構成する凸部１１２の上部に空気排出口１０６が設け
られ、凸部１１２の下端から容器の側壁までの間の容器壁に原水導入口１０４が設けられ
ている。原水導入口１０４は、原水が原水導入口１０４を通って吸着部１０１に直接流れ
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込む位置に形成されることが好ましい。
【００２３】
　中空糸膜部１０８は、吸着部１０１及び集水部１０３の下流側に設けられている。図１
において、ケース体１０２ｂの下端にポッティング樹脂１１０を用いて中空糸膜１０９が
容器内に固定されている。中空糸膜１０９の端部はポッティング樹脂１１０の中空糸膜１
０９が配置される側の面と反対の面に開口している。
【００２４】
　吸着部１０１と中空糸膜部１０８は、集水部１０３と中空糸膜部１０８とを連通する開
口１０７ａを有する隔壁１０７によって隔てられている。
【００２５】
　また、ケース体１０２ｂの下端に配置される下部蓋１０２ｃは、得られた浄水を排出す
る浄水排出口１１１を有する。下部蓋１０２ｃは浄水排出口１１１に向かって緩やかな下
り傾斜がつくように形成されている。
【００２６】
　原水貯留部にある原水は、自重によって原水導入口１０４から吸着部１０３に入る。そ
して、吸着部１０３により濾過された水は、吸着部１０３の内部側面から集水部１０３に
流れ、集水部１０３の下端から中空糸膜部１０８に流れる。そして、中空糸膜部１０８に
流れ込んだ水は中空糸膜１０９によりさらに濾過され、中空糸膜の端部開口から浄水排出
部に流れ出る。そして、得られた浄水は浄水排出口１１１から浄水貯留部に排出される。
【００２７】
　以上の構成とすることにより、吸着部で濾過された水が流れ出す面積を吸着部の内部側
面に広く設けることができ、そのため浄水カートリッジの処理能力を向上することができ
る。また、中空糸膜部で発生した空気は集水部と空気捕集部とを通って、空気排出口から
効率的に容器外に排出されるため、浄水カートリッジの通水性能が向上する。したがって
、本発明の構成を有する浄水カートリッジは優れた通水性能及び処理能力を有することが
できる。
【００２８】
　吸着部１０１には吸着材が配置される。吸着材としては、例えば、粉末状吸着材若しく
は該粉末状吸着材を造粒した粒状吸着材、又は繊維状吸着材等が挙げられる。このような
吸着材としては、例えば、天然物系吸着材（天然ゼオライト、銀ゼオライト、酸性白土等
）、又は合成物系吸着材（合成ゼオライト、細菌吸着ポリマー、リン鉱石、モレキュラー
シーブ、シリカゲル、シリカアルミナゲル、多孔質ガラス等）等の無機系吸着材が挙げら
れる。
【００２９】
　また、吸着材として、活性炭を用いることが好ましく、活性炭としては、例えば、粉末
状活性炭、粒状活性炭、繊維状活性炭、ブロック状活性炭、押出成形活性炭、成形活性炭
、合成物系粒状活性炭、合成物系繊維状活性炭等が挙げられる。粒状活性炭を用いる場合
は、その粒径が０．０７～２ｍｍの範囲に入る粒状活性炭を用いることが好ましい。０．
０７ｍｍ以上の粒径を有する粒状活性炭を用いることにより、圧力損失を小さくすること
ができる。また、２ｍｍ以下の粒径を有する粒状活性炭を用いることにより、浄水カート
リッジをコンパクトに設計できる。
【００３０】
　また、吸着材として、無機系吸着材の他にも有機系吸着材を用いることもでき、有機系
吸着材としては、例えば、分子吸着樹脂、イオン交換樹脂、イオン交換繊維、キレート樹
脂、キレート繊維、高吸収性樹脂、高吸水性樹脂、吸油性樹脂、吸油剤等が挙げられる。
これらの中でも、原水中の残留塩素やカビ臭、トリハロメタンなどの有機化合物の吸着力
に優れた活性炭が好適に用いられる。
【００３１】
　また、本発明では成形された吸着材を用いることが好ましい。成形された吸着剤として
は、例えば、成形した活性炭を挙げることができる。成形方法としては、例えば押出成形
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や金型成形が挙げられる。成形活性炭は、例えば、粒状活性炭や繊維状活性炭にバインダ
ーを混ぜたものを成形することにより形成できる。成形体を吸着材として用いることによ
り、吸着部を容易に形成することができ、浄水カートリッジの構造をコンパクトにするこ
とができる。また、安価に浄水カートリッジを形成することができる。
【００３２】
　また、吸着材として、硬度低下、溶解性金属の吸着に優れたイオン交換繊維も好ましく
用いることができる。イオン交換繊維としては、スルホン酸基を交換基とする強酸型、カ
ルボン酸基を交換基とする弱酸型、４級アンモニウム基を交換基とする強塩基型、アミン
基を交換基とする弱塩基型などが挙げられる。
【００３３】
　さらに、吸着材として、残留塩素の除去に優れた脱塩素剤も好ましく用いることができ
る。脱塩素剤としては、塩素除去の効果を長く維持することができる亜硫酸カルシウムが
好ましい。
【００３４】
　なお、吸着材は、１種を単独で、又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００３５】
　吸着部は、吸着部の上端部が前記容器の上壁と接して設けられていることが好ましい。
また、凸部１１２の周辺かつ吸着部の上側に位置する容器の内壁部分と接することがより
好ましい。つまり、図１に示すように、吸着部は、上部蓋１０２ａの下段１２２の壁面に
接することが好ましい。さらに換言すると、吸着部は、空気補修部１０５を構成する凸部
１１２の下端から容器の側壁までの間の容器壁に接して設けられることが好ましい。これ
により、吸着部の上側に位置する容器壁に設けられた原水導入口１０４から、原水を吸着
部１０３を通って集水部１０３内に効率的に導入することができる。
【００３６】
　中空糸膜としては、特に限定されるものではないが、例えば、セルロース系、ポリオレ
フィン（ポリエチレン、ポリプロピレン）系、ポリビニルアルコール系、エチレン・ビニ
ルアルコール共重合体、ポリエーテル系、ポリメタクリル酸メチル（ＰＭＭＡ）系、ポリ
スルフォン系、ポリアクリロニトリル系、ポリ四弗化エチレン（テフロン（登録商標））
系、ポリカーボネイト系、ポリエステル系、ポリアミド系、芳香族ポリアミド系などの各
種材料からなるものが挙げられる。これらの中でも、中空糸膜の取扱い性や加工特性等、
更には廃棄時に焼却可能であることなどを考慮すると、ポリエチレンやポリプロピレン等
のポリオレフィン系の中空糸膜が好ましい。
【００３７】
　また、特に限定されるものではないが、中空糸膜について、外径は２０～２０００μｍ
、孔径は０．０１～１μｍ、空孔率は２０～９０％、膜厚は５～３００μｍのものが好ま
しい。また、中空糸膜は表面に親水基を有する、いわゆる親水化中空糸膜であることが望
ましい。
【００３８】
　また、中空糸膜の膜面積は０．１～１ｍ２であることが好ましい。中空糸膜の膜面積を
０．１ｍ２以上とすることにより、濾過性能を向上することができる。また、中空糸膜の
膜面積を１ｍ２以下とすることにより、浄水カートリッジをコンパクトに設計することが
できる。
【００３９】
　原水導入口は、原水貯留部の原水を容器内に導入するように容器の上側部分に設けられ
、原水導入口から容器内に入った原水は吸着部に入り込む。原水導入口の形状は、特に制
限されるものではないが、例えば、円形状、楕円形状、多角形状とすることができ、不定
形状であってもよい。図２に原水導入口の形状や配置の例を示す。図２（ａ）に示すよう
に、原水導入口は、例えば、容器の上側部分であって容器の側壁付近に複数個設けること
ができる。また、図２（ｂ）に示すように、原水導入口は、容器の水平方向の円形状と同
心円状に、容器の上側部分であって容器の側壁付近に設けることができる。この場合、例
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えば、容器の側壁から凸部１１２の側面までの中間の地点から容器側壁までの領域に原水
導入口を設けることができる。この範囲に原水導入口を配置しておくことにより、吸着部
において原水を有効に濾過することができる。
【００４０】
　原水導入口は、特に制限するものではないが、原水を有効に通過させるとともに、内部
の吸着材を通過させない又は通過させ難いという観点から、図２に示すように、メッシュ
状部材を用いて形成することができる。メッシュ状部材の材料は、特に限定されるもので
はなく、メッシュ状部材の材料としては、例えば、金属材料や樹脂材料を用いることがで
きる。また、吸着材の最小粒径よりも小さい開口を有するメッシュ状部材を用いることが
好ましい。また、吸着材として成形体を用いれば特にメッシュ状部材を用いる必要はない
。
【００４１】
　原水導入口は、１以上設けることができる。また、濾過スピードを妨げないよう、原水
導入口の開口形状は大きい方が好ましい。
【００４２】
　空気排出口の形状は、特に制限されるものではないが、例えば、円形状、楕円形状、多
角形状とすることができ、不定形状であってもよい。
【００４３】
　空気排出口の形状は適宜選択することができ、例えば空気排出口の径を０．６ｍｍ以上
とすることができる。空気排出口の径を０．６ｍｍ以上とすることにより、空気をすみや
かに外に排出することができる。なお、空気排出口の径とは、空気排出口が円形状の場合
は直径をいい、楕円形状の場合は長径、多角形の場合は最も長い対角線をいい、不定形の
場合は最も広い幅をいう。空気排出口は、少なくとも１つ設けられ、複数設けられていて
もよい。
【００４４】
　容器の形状としては、特に制限されるものではないが、例えば、略円柱状、略楕円柱状
、略多角柱状等が挙げられ、略円柱状が好ましい。
【００４５】
　また、図６（ａ）に示すように、ケース体１０２ｂの上部に、ガスケット等の弾性体１
５０を設置する溝部を設けることができる。これにより、浄水器のカートリッジ収容部に
浄水カートリッジを配置した際に、弾性体１５０により密嵌させるシール構造とすること
ができる。このようなシール構造を採用することにより、図８に示すように、内容器２０
２のカートリッジ収容部２０２ｂに密嵌させた状態で収容することができる。
【００４６】
　図８に、図６（ａ）に示した浄水カートリッジ５００を備える浄水器の構成例を示す。
【００４７】
　図８に示す浄水器２００はいわゆるポット型浄水器である。浄水器２００は、水道水等
の原水を供給して貯留させておく原水貯留部２０４と、原水貯留部２０４の底部に装着さ
れる浄水カートリッジ５００と、原水貯留部２０４及び浄水カートリッジ５００の下方に
位置する浄水貯留部２０３とで主体を成す。原水貯留部２０４内に貯留されていた原水は
自重により浄水カートリッジ５００を通過する際に浄化され、浄水貯留部２０３にまで流
下する。
【００４８】
　浄水器２００は、上端が開口した有底筒型の外容器２０１と、外容器２０１の上端開口
から挿入されて外容器２０１内に配置される上端が開口した有底筒型の内容器２０２とを
具備している。内容器２０２は、外容器２０１の半分程度又はそれ以下の深さで配置され
ており、外容器２０１の上半部に対して所定の隙間２０５を除く部分で隙間なく嵌合する
ことで、内容器２０２内に上記の原水貯留部２０４を形成している。また、内容器２０２
の底壁２０２ａと外容器２０１の底壁２０１ａとの間に浄水貯留部２０３が設けられてい
る。隙間２０５は浄水貯留部２０３から上方に延設されるように形成され、浄水を注ぐ際
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の注ぎ路として機能する。
【００４９】
　内容器２０２の上端開口には、上蓋部２０６が嵌め込まれている。上蓋部２０６には、
例えば、中央には給水口を開口させ、該給水口をその上方から塞ぐ開閉自在のフラップを
設けることができる。
【００５０】
　また、隙間２０５の上端に形成される開口は注ぎ口として機能し、該注ぎ口には注ぎ蓋
２０７が設けられている。
【００５１】
　内容器の底壁２０２ａには浄水カートリッジを収容する収容部２０２ｂが設けられてお
り、内容器の底壁２０２ａはその収容部２０２ｂに向かって緩やかな下り傾斜に形成され
ている。浄水カートリッジの収容部２０２ｂは、内容器の底壁２０２ａに浄水貯留部に向
かって凹設されている。浄水カートリッジ５００は、収容部２０２ｂに上方から嵌め込ん
で装着される。収容部２０２ｂの底部中央は開口させており、収容部２０２ｂ及びこの底
部の開口を介して、つまり収容部２０２ｂに装着される浄水カートリッジ５００を介して
、原水貯留部２０４とこの下方に位置する浄水貯留部２０３とが連通する構造となってい
る。
【００５２】
　（実施形態２）
　図３に示すように、吸着部１０１の内部側面に、流出口１３１を有する集水部構成部材
１３０を形成することにより、集水部１０３を構成することもできる。流出口１３１は吸
着部１０１によって濾過された水を集水部１０３に流し入れるために設けられ、吸着材が
通過しない形状であることが望ましい。また、流出口１３１は例えばメッシュ部材を用い
て形成することができる。流出口１３１は集水部１０３の側面に複数形成することができ
る。
【００５３】
　吸着材として成形された活性炭等の成形体を吸着部として用いれば特にこのような構成
とする必要はないが、粒状等の吸着材を用いる場合は集水部構成部材１３０を形成するこ
とにより、吸着材を吸着部に保持することができる。
【００５４】
　（実施形態３）
　図４に、吸着部の側面と容器の側壁との間に設けられ、原水貯留部にある原水を容器内
に導入するための原水導入通路を有する浄水カートリッジを示す。
【００５５】
　図４（ａ）は、吸着材として成形体を用いて吸着部１０１を構成した浄水カートリッジ
の本実施形態の構成例を示す。図４（ａ）において、吸着部１０１の側面とケース体１０
２ｂの側壁との間に原水導入通路１４１が設けられている。原水導入通路１４１は上端が
上部蓋１０２ａの下段１２２に開口しており、該開口１４０から原水貯留部の原水が容器
内に取り入れられる。原水導入路１４１は、吸着部１０１とケース体１０２ｂの間に隔壁
１０７まで形成されている。ここで、開口１４０は上述の原水導入口に相当する構成と捉
えることもできる。つまり、原水導入通路を、上述の原水導入口に連通させて、吸着部の
側面と容器の側壁との間に設ける構成としてもよい。
【００５６】
　原水導入通路１４１に入った原水は、吸着部１０１の側面から吸着部１０１内に入り濾
過され、集水部１０３に流れる。
【００５７】
　本実施形態の構成とすることにより、吸着部１０１をより有効に濾過に利用することが
できる。つまり、原水導入通路を吸着部の側面に配置することにより、吸着部の下側部分
も有効に濾過処理に寄与することができ、吸着部の全体を濾過に利用することができるよ
うになる。したがって、処理能力のさらなる向上を図ることができる。
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【００５８】
　また、図４（ｂ）に示すように、吸着材として粒状のものを用いる場合は、集水部構成
部材１３０と吸着部側面構成部材１３２とで吸着部１０１を構成することができる。吸着
部側面構成部材１３２は流入口１３３を有し、該流入口１３３から吸着部１０１に原水導
入通路１４１にある原水を取り入れる。
【００５９】
　原水導入通路１４１は、吸着部１０１の側面と容器側壁との間であって吸着部の下部ま
で形成されていることが好ましく、下端まで配置されていることがより好ましい。つまり
、原水導入通路１４１は吸着部の側面に沿って設けられることが好ましい。
【００６０】
　また、図示しないが、原水導入通路１４１を設ける場合でも、原水貯留部の原水を吸着
部１０３に導入するための原水導入口１０４を設けてもよい。
【００６１】
　また、図４（ｃ）に示すように、集水部１０３の内部に空気抜き筒を設けることにより
、吸着部１０１で濾過された水が、吸着部１０１と空気抜き筒の間に形成された集水部１
０３を流れ、中空糸膜部１０８で発生した空気は空気抜き筒の内部を通って効率的に空気
を空気排出口から排出することができ、浄水カートリッジの通水性能を向上させることが
できる。図４（ｃ）に示す浄水カートリッジ５００において、空気抜き筒１１３は、集水
部１０３の内部に上下方向に亘って設けられている。また、空抜き筒１１３は、凸部で構
成される空気捕集部に達して設けられている。空気抜き筒１１３の上部には空気捕集部に
空気を逃がすための開口（空気抜き穴とも称す）が設けられている。また、空気抜き筒１
１３と集水部１０３を通って空気捕集部に集められた空気は、空気捕集部の上に設けられ
た空気排出口から外部に排出される。空気抜き穴は、吸着部１０１の上端よりも高い位置
に設けられることが好ましい。
【００６２】
　図５に、原水導入通路１４１の上端開口１４０の形状や配置例を示す。図５（ｂ）に示
すように、原水導入通路１４１は、容器の側壁に沿って複数配置することができる。また
、原水導入通路１４１は、容器の側壁に沿って周方向全体に亘って、つまり吸着部の側面
に亘って設けることが好ましい。
【００６３】
　吸着部として成形体を用いた場合、原水導入通路１４１は、例えば、容器側壁と吸着部
との距離を調整することで設けてもよい。また、例えば、成形時や成形後の切削等によっ
て吸着部自体に原水導入通路を設けてもよい。本実施形態においても成形体を用いること
により、浄水カートリッジをより簡便にかつコンパクトに形成することができる。
【００６４】
　原水導入通路１４１の吸着部１０１の側面から容器側壁までの水平方向の距離は、例え
ば、０．５～２０ｍｍであり、１～１０ｍｍが好ましく、２～６ｍｍがより好ましい。
【符号の説明】
【００６５】
　１０１　　吸着部
　１０２　　容器
　１０２ａ　上部蓋
　１０２ｂ　ケース体
　１０２ｃ　下部蓋
　１０３　　集水部
　１０４　　原水導入口
　１０４’　原水導入口（メッシュ部材）
　１０５　　空気捕集部
　１０６　　空気排出口
　１０７　　隔壁
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　１０８　　中空糸膜部
　１０９　　中空糸膜
　１１０　　ポッティング樹脂
　１１１　　浄水排出部
　１１２　　凸部
　１１３　　空気抜き筒
　１２１　　凸部の上段
　１２２　　凸部の下段
　１３０　　集水部構成部材
　１３１　　流出口
　１３２　　吸着部側面構成部材
　１３３　　流入口
　１４０　　原水導入通路の上端開口
　１４１　　原水導入通路
　１５０　　弾性体
　２００　　浄水器
　２０１　　外容器
　２０２　　内容器
　２０３　　浄水貯留部
　２０４　　原水貯留部
　２０５　　隙間
　２０６　　上蓋部
　２０７　　注ぎ蓋

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】 【図８】
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